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工務店経営者のための社員大工経費負担シミュレーション 

 
 
１）システム仕様書 
 
① 目的 

大工の数は確実減少しており、しかもその高齢化が進んでいる。優秀なしかも数十年は働ける大工は

少ない。そのため、今後、大工囲い込みという視点から大工の社員化を考える工務店が、増える可能性

もある。しかしこれまで固定経費が１０数パーセント、多くても２０％ほどで経営してきた工務店にと

って、大工の社員化は、固定経費の大幅な増大となり、躊躇する工務店も少なくない。 
そこで、工務店にとって大工の社員化は、どの程度の負担になるのか、社員大工経費負担シミュレー

ションを、作成することにする。しかし常傭大工に途切れることなく、仕事を確保している場合には、

その支払いが給与として月末の２５日に支払うか、翌月の１５日に出来高工事代金として支払うかの違

いでしかない。しかも多くの調査で、賃金は、手間請け大工、常傭大工、社員大工の順になっているの

で、経費負担増といっても、基本的には社会保険料の会社負担分や退職給付引当金などの負担というこ

とになる。 
  
② 運用環境 
 Microsoft Excel VBA で開発し、Microsoft Excel2003 以上が搭載された環境で運用できるようにする。 

将来は、HTML および javascript で記述し、インターネットが利用できる環境であれば、どこでも、だ

れれもが利用できるようにする。 
 
③ システム概要 
 
 
 
 
 
 
 
④ 機能モジュール 
Ａ．ＴＯＰ画面 
１）設定 

   大工月額給与設定 
   社会保険料設定 
   退職給付引当金設定 

ＴＯＰ画面 

条件設定画面 

結果表示画面 
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 ２）結果 
   社員大工経費負担想定グラフ 
   社員大工給与支給想定グラフ 
 ３）終了 
   終了 
 
Ｂ．大工月額給与設定画面 
 １）月額給与 
   12 万～50 万まで１万円単位で選択 
 ２）賞与 
   夏季賞与 

年末賞与 
期末賞与 
 それぞれ 0 ヶ月から 4 ヶ月まで 0.2 ヶ月単位で選択 

 ３）現場手当 
    １万円から４万円まで５０００円単位で選択 
 
Ｃ．社会保険料設定画面 
 １）健康保険 
   建設国保 

協会けんぽ健康保険 
 ２）年金 
   国民年金 

厚生年金 
 ３）雇用保険 
 ４）労災保険 
 
Ｄ．退職給付引当金設定画面 
 月給の 5%～8%まで 1%単位で選択 
 
Ｅ．社員大工経費負担・給与支給想定画面 
   月別の経費負担想定を１年分表示する。 
   印刷ボタンをクリックするとグラフがプリントされる。 
 
Ｆ．社員大工給与支給想定グラフ 
   月別の給与額、控除額、支給額想定（税引き前）を１年分表示する。 
   印刷ボタンをクリックするとグラフがプリントされる。 
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⑤ シミュレーション計算根拠 
Ａ．健康保険（建設国保） 
 東京土建の場合（企業の被雇用者） 
 組合費 共済費 国民健康保険料 
独身 4,875 円 1,005 円 17,200 円 
妻帯者 4,875 円 1,005 円 21,400 円 
妻帯者子供１人 4,875 円 1,005 円 25,200 円 
妻帯者子供２人 4,875 円 1,005 円 29,000 円 
妻帯者子供 3 人 4,875 円 1,005 円 32,800 円 
 
 会社負担、自己負担に関して、成分化されたものはないが、組合費に関しては、被雇用者が特に恩恵

をうることなく。会社側が業務上必要とするものであるので、会社が全額負担し、共済費、国民健康保

険料については、被雇用者に恩恵があるので、半額ずつ会社負担、自己負担を行うのが慣例となってい

る。 
 会社側負担 自己負担 
独身 13,978 円 9,102 円 
妻帯者 16,078 円 11,202 円 
妻帯者子供１人 17,078 円 13,102 円 
妻帯者子供２人 19,878 円 15,002 円 
妻帯者子供 3 人 21,778 円 16,902 円 
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Ｂ．健康保険（協会けんぽ健康保険） 
平成 25 年 9 月分(10 月納付分)からの健康保険 
（東京都）       （単位：円） 

 

 
40 歳から 65 歳未満の医療保険加入者を第 2 号被保険者という。 
 
 
Ｃ．国民年金 
国民年金第 1 号被保険者及び任意加入被保険者の 1 か月当たりの保険料は 15，250 円（平成 26 年度） 
しかし厚生労働省の指導により、会社の被雇用者の場合、建設国保加入者であっても、厚生年金への加

入することになる。 
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Ｄ．厚生年金 
平成 25 年 9 月分(10 月納付分)からの厚生年金 
（東京都）             （単位：円） 

 

 
 
Ｅ．雇用保険 
（平成 2５年度 雇用保険料率表） 
 労働者負担 

（失業等給付の保

険料率のみ） 

 
事業主負担 

  
雇用保険料率 失業等給付の 

保険料率 
雇用保険二事

業の保険料率 
建設の事業 6/1000  10.5/1000  6/1000  4.5/1000  16.5/1000 
 
Ｆ．労災保険 
建築事業（既設建築物設備工事業を除く。） 13/1000 ＊標準報酬 
請負による建設事業において、賃金総額を正確に把握することが困難な場合に保険料の算定に使用する

労務費率。 
建築事業（既設建築物設備工事業を除く。） 21% 
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労災保険は事業主負担であり、また常傭大工、手間請け大工の場合にも、工務店が負担するので、経費

負担増のシミュレーション結果には加えない。 
 
Ｇ．退職給付引当金 
退職金 ＝ 1 月分の基本給 × 勤続年数 × 給付率 
勤続年数  自己都合の給付率平均 会社都合の給付率平均 
1  43%  72% 
3  33%  51% 
5  36%  51% 
10  42%  55% 
15  47%  59% 
20  52%  62% 
25  57%  65% 
30  59%  66% 
35  59%  65% 
定年     69% 
 
退職金支給月数 
勤続年数  自己都合の給付率平均 会社都合の給付率平均 
1  0.43 0.72 
3  0.99 1.53 
5  1.8 2.55 
10  4.2 5.5 
15  7.05 8.85 
20  10.4 12.4 
25  14.25 16.25 
30  17.7 19.8 
35  20.65 22.75 
定年     27.6 
 
退職給付引当金月額（月給の％） 
勤続年数  自己都合の給付率平均 会社都合の給付率平均 
1  5.16 8.64 
3  3.96 6.12 
5  4.32 6.12 
10  5.04 6.6 
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15  5.64 7.08 
20  6.24 7.44 
25  6.84 7.8 
30  7.08 7.92 
35  7.08 7.8 
定年     8.28 
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２）操作手引書 
 
① ＴＯＰ画面 

 
 条件設定＝月額給与、健康保険、年金、家族構成などの設定を行う。 
 経費負担計算＝設定されたシミュレーション条件をもとに計算を行う。 
 経費負担＝工務店経費負担試算結果の表示を行う。 
 給与・控除＝社員大工給与および控除試算結果の表示を行う。 
 印刷＝工務店経費負担試算結果と社員大工給与および控除試算結果の印刷を行う。 
 終了＝データを保存せず、アプリケーション終了する。 
 
 設定されたシミュレーション条件は、保存されるので、何度も「条件設定」に戻り、条件の一部を変

えて、シミュレーションができる。 
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② シミュレーション条件の設定 

 

 

 

    ▼をクリックすると選択肢が表示されるので、その中から選択する。 
ａ．大工月額給与設定 
（月額給与） 
   12 万～50 万まで１万円単位で選択 
（賞与） 
   夏季賞与、年末賞与、期末賞与 

 それぞれ 0 ヶ月から 4 ヶ月まで 0.2 ヶ月単位で選択 
（現場手当） 
    なし、１万円から４万円まで５０００円単位で選択 
ｂ．社会保険料設定画面 
（健康保険） 
   建設国保 

協会けんぽ健康保険 
（年 金） 
   国民年金 

厚生年金 
ｃ．退職給付引当金設定 
  なし、および、月給の 5%～8%まで 1%単位で選択 
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③ 工務店経費負担試算結果 
画面上部をクリックすると「ＴＯＰ画面」に戻る。 
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④ 社員大工給与および控除試算結果 
 画面上部をクリックすると「ＴＯＰ画面」に戻る。 

 

 
 
 
 
 
 


	12万～50万まで１万円単位で選択
	（賞与）
	（現場手当）

